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１．提案プロジェクトのねらい

・研究背景と課題

我が国の小中学校の通常学級の中には，LD，ADHD，高機能自閉症などの軽度発達障害が疑われる子どももたちが6.3%含まれていることが文部科学省の調査で明らかになっている。こうした子どもたちは，従来の特殊教育の対象ではないため，これまで通常学級で特に何ら制度的な配慮や支援は受けていなかった。一斉指導の中では個別化した読み書き等の指導は困難であるため，このような子どもたちは，学習効果が低く，二次的に，自信をなくしたり，友達からいじめを受けたり，不登校や対人関係のトラブルを抱えていたりするなど深刻な事態にある。

そこで文部科学省は，軽度発達障害への対応は緊急かつ重要な課題であるとして，こうした子どもたちへ支援の範囲を拡大し，平成19年から特別支援教育として全国の全ての学校でスタートさせようとしている。具体的には，通常学校の特殊学級を特別支援教室に変更し，在籍は通常学級に一本化して，その子どもにとって必要な時間を特別支援教室に通級するというものである。この制度変更によって，LD，ADHD，高機能自閉等の子どもたちが週あたり数時間，特別支援教室でその子の認知スタイルに応じた必要な学習を受けることができるようになる。

軽度発達障害の子どもたちにとって，学習上の困難さの中で最も指導の必要性が高いのは読字と書字である場合が多く，その読字と書字の困難さの両方を併せ持っている場合もある。ところが，その特別支援教室で，子どもたちに指導するための専門性を持った教員は非常に少なく，まして適切な指導の方略や教材となるとほとんど提供されていない状況である。
そこで本研究は次のような研究課題を追求し、成果をあげることを目的とする。

1）読字と書字の基礎的な力を培う指導方法をタブレットPCで検討し、教師の指導技術の向上を図る。
2）その過程で、書字障害を示す子どもの典型的な学習パタンを踏まえ、それを改善する教材を開発し教育現場での指導実践に生かす。

3）その成果や知見を特別支援教室や養護学校などで応用する方策を検討する。
・有効性・先進性

読字障害と書字障害は別のものではなく，併せ持っている子どもが多い。その原因にはいくつかのタイプがあり，ことばを一つ一つの音に分けられない音韻操作の困難さ，音の聞き分けの困難さ，音と文字の形が結びつけられない聴覚的記憶の困難さ，文字の形が覚えられない視覚的記憶の困難さ，あるいは眼球運動の困難さ，目と手の協応や協調運動の困難さ等があると指摘されている。このような子どもたちの指導には一人ひとりの認知の特性をアセスメントし，適切な指導方法を工夫することが何より大切である。そこで，子どもの興味を引き出しながら，音，画像，テキストが自由に扱えるコンピュータを活用することで，その子どもの得意な認知能力を活用して学習効果を高めるような指導をしたり，その子どもの持つ困難さを軽減したりすることができると考えられる。
本研究で活用するタブレットPCを使う利点は次のことである。

1) ペン入力が可能で，マウスやキー入力よりも操作と視点が一致しており一般的な書字に近い感覚がある。

2) 紙に鉛筆でかく学習に比べて，インタラクティブな反応があり子どもの興味が高い。

3) 筆跡，筆順がペンの動きも含めて記録に残すことができ，以前の学習記録との比較が容易である。そのため，書字の向上を自身が体感でき自信につながる。

4) アセスメントから指導までの一連の流れをパッケージ化して提供できる。
・成果目標

本研究では、字障害と書字障害を有する生徒とその指導にあたる者に対して、次のような研究成果を追求する。

1) 特別支援教育や軽度発達障害に関わる者に対して，新しいトレーニングプログラムの開発のモデルとする。

2) 書字に困難さがある子どもに対して指導するための教材を，実際に使えるソフトウエアとして提供する。

3) 今後全国で設置される特別支援教室での軽度発達障害の子どもの指導に貢献する。

4) 子どもが感じる読み書きの苦手意識を軽減し，学習に興味を持たせる方略を開発し普及する。

２．提案プロジェクトの概要

2-1　提案プロジェクトの全体像

書字の基礎的な力を培う指導方法
　書字障害を示す子どもに対して、次のような指導方法の在り方をタブレットPCによって検討する。

· 協調運動(点つなぎ課題，迷路課題，線なぞり課題) での指導

· 視知覚操作 (図と地の弁別課題，選択抹消課題) での指導

· ひらかなの書字練習での指導

· 小学校1学年の漢字書字練習での指導

学習履歴の記録方法

・
USBメモリーまたは本体内蔵ハードディスクに個人の学習履歴を記録し，子どもが予習や復習の場面で自らがそれまでの学習進度や習熟度を確認できるようにする。

指導と学習成果の評価方法

指導する教師や保護者、そして生徒が自らの学習履歴を確認し、それを評価して学習の改善につなげるようなシステムを作る。このシステムは、研究指定校で試行し、教員の評価能力の向上につなげる。生徒自身の自己評価のためのインターフェイスの改善に努める。

ソフトウェアの構成

ソフトウェアは以下のもので構成される。

　１．生徒用学習環境
　２．教材

　３．教師用管理環境

　４．ドキュメント類

プログラムと教材のインストールの流れ

タブレットPCに生徒用学習環境、教材、教師用管理環境をインストール

教師用管理環境から生徒に合った教材を生徒用学習環境に登録

学習時のソフトウェアの利用の流れ

コンピュータを起動し生徒用学習環境を起動する。

生徒の学習進捗と教材の一覧が表示されるので学習する教材を選択する。

反復練習を行った場合過去の学習結果が縮小表示されるので自分の習熟度を確認

学習を開始

学習終了(この時点で教師の評価も入力して保存することが出来る)

結果保存(次回の反復練習時に縮小表示として表示)

生徒用学習環境に戻る

教師用管理環境の利用の流れ

コンピュータを起動して教師用管理環境を起動

生徒の学習結果を確認、評価の入力、必要があればカリキュラムの変更などを行う。

開発する教材
・点つなぎ，線なぞり，迷路，図と地の弁別，選択抹消

・ひらかな練習プログラム

・小学校1学年の漢字の書字練習プログラム
ドキュメント類

教師向け

インストールマニュアル

教師用管理環境マニュアル

教師向け学習環境利用マニュアル（学習環境利用マニュアルの教師用）

教材を使った指導方法

学習結果評価方法

生徒向け

学習環境利用マニュアル

2-2　有効性の検証　
本プロジェクトの成果の検証体制は、大学の研究者、教育委員会の指導主事、小学校学校の特殊学級及び養護学校の教師、企業のプログラマーから構成される。読字障害と書字障害の子ども用教材の設計には、大学、教育委員会、現場の教師が関わる。教材を使った指導学習の実験のために、研究指定校として滋賀県甲西町立三雲小学校、神戸市立東舞子小学校、兵庫県社町立社小学校、兵庫県三木市立養護学校、兵庫県立宝塚養護学校などを選ぶ。

なお、書字、読字学習用の教材開発については、企業と大学は教材の設計や仕様の策定、企業はプロトタイプ教材のコーディング化と技術的なノウハウ提供、教育委員会は教材の応用と実践への技術的な助言、学校は実験に参加する生徒への後方支援とプロトタイプ教材の改善点の提供を担う。こうした各役割の有効性は、大学と教育委員かの分担者が検討する。オンライン上でのテレビ会議や音声会議を使い、各役割を定期的に検討する。

3.　実践授業等の具体的計画

研究指定校における実践授業等については、次のような手順を踏まえて実施する。

1)　全体会での研究協議において共通な指導方針を確認する。

2)　実践授業の前に、教材やタブレットPCの使い方について講習会を開く。

3)　全体会での研究協議において共通な指導案のサンプルを作成する。

4)　各研究指定校での実践授業の単元、時間数等のガイドラインを作る。

5)　各研究指定校での事情により、いくつかの実践授業の選択肢を用意する。

6)　全体会で各研究指定校での実践授業の評価規準を定める。

7)　大学と教育委員会の分担者は、各研究指定校に出向き、実践授業を観察しデータを収集すると同時に、教材を使った指導方法について助言する。

４．必要な環境と機器類

開発環境や研究指定校における機器利用などは、次のようになる。なお、タブレットPCなどの電子機器は原則としてレンタルとする。しかし、レンタル費用が買い取り費用より高くなる場合は、購入を考慮する。

４.１　開発環境

教材開発の環境は、原則として企業の現有機器やソフトを活用する。また、教材の配信のための同じく現有のサーバーを一時利用する。なお、教材開発の共通なプラットフォームとしてFlashを採用する。企業では、本プロジェクト専用の人員を配置できるように心がける。

４.２　授業に必要な環境
研究指定校にタブレットＰＣと開発した全ての教材を送付する。タブレットＰＣは、生徒の担任だけでなく副担任や学年主任なども生徒指導に活用してもらえるよう、事前に使い方の研修をする。
5.　スケジュール
提案プロジェクトの実施スケジュールは以下のように考えている。

5.1　全体スケジュール

第1回研究協議

日時　平成16年8月3日　午後3時-7時

場所　兵庫教育大学学校教育研究センター

協議内容　


・研究推進スケジュール


・研究分担と役割


・教材の仕様策定


・予算執行計画


・研究協議の持ち方


・報告責任について


・その他

第2回研究協議

日時　平成16年8月22日　午後3時-5時

場所　テレビ会議

協議内容


・教材コーディングの進捗状況


・タブレットPCの配布

・その他

第3回研究協議

日時　平成16年9月5日　午後3時-5時

場所　テレビ会議

協議内容


・教材コーディングの進捗状況


・教材プロトタイプの実験と協議

・その他

第4回以降の研究協議は以下のように計画している。

　　

9月　研究指定校での学習方法や指導方法の実践開始
　　

11月　プロジェクト会議--進捗状況、達成目標の確認

　　

12月　指導案や指導方法、教材のサーバーでの提供

平成17年1月　教材などの修正と完成、成果報告の方略討議

　　　　　　
2月　報告書の原稿用意、CECや関連学会などでの発表

　　　　　　
3月　報告書の印刷と提出

5.2　　個別スケジュール
図式化すると以下のようにまとめられる。

	平成16年8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	平成17年1月
	2月
	3月
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(研究協議はテレビ会議と音声会議で随時開催する。)

６．実施体制

本研究の実施体制は、1) 全体の体制 2) 研究総括体制 3) 開発体制 4) 授業実践体制 5) 評価体制からなる。

6.1 　実施体制図

研究の実施体制は以下のようになる。


６．２　人員構成

全体の体制以外の組織は以下のように構成する。◎印は責任者とする。

１）研究総括体制------大学、企業、教育委員会、研究指定校の代表者からなる。　　

◎成田　滋　兵庫教育大学学校教育研究センター教授


三原義男　勝美印刷株式会社システム開発部長


岡本育夫　兵庫県教育委員会 兵庫県立教育研修所情報教育研修課主任指導主事


西谷　淳　滋賀県甲西町立三雲小学校教諭


田中敦夫　神戸市立東舞子小学校教諭

２) 開発体制------開発チームには勝美印刷株式会社の複数のプログラマが加わる。


成田　滋　同上


◎三原義男　同上　


岡本育夫　同上


田中敦夫　同上

３) 授業実践体制------6つの学校を研究指定校として選ぶ。


西谷　淳　滋賀県甲西町立三雲小学校教諭

◎田中敦夫　神戸市立東舞子小学校

橋本泰一　兵庫県三木市立養護学校教諭

藤本久美子　兵庫県加西市立養護学校教諭

末廣てるの　兵庫県社町立社小学校教諭

新居啓司　兵庫県立宝塚養護学校教諭
４) 評価体制

◎常陰則之　兵庫県教育委員会 兵庫県立教育研修所情報教育研修課課長


吉川芳則　兵庫県教育委員会事務局教育企画室指導主事


成田　滋　同上

7．成果物

７．１　成果物
本プロジェクトにおける納品物件は、報告書の印刷媒体、CD-ROMの電子媒体とする。なお、報告書はWordを、教材はFlashを基本的なプラットフォームとする。いずれもWindowsをベースとする。

ソフトウェア

１．生徒用学習環境

２．教材

・点つなぎ，線なぞり，迷路，図と地の弁別，選択抹消

・ひらかな練習プログラム

・小学校1学年の漢字の書字練習プログラム
３．教師用管理環境

４．ドキュメント類

・教師向け

インストールマニュアル

教師用管理環境マニュアル

教師向け学習環境利用マニュアル（学習環境利用マニュアルの教師用）

教材を使った指導方法

学習結果評価方法

・生徒向け

学習環境利用マニュアル

・開発者向け(自作教材の開発者向けドキュメント)

生徒向け学習環境仕様

教材仕様

教師向け管理環境仕様

５．ソースファイル

・教材ソースファイル

７．２　成果の普及方策

本プロジェクトの成果は以下のような、機会、学会、WWWなどを使って普及に努める。提供する教材はソースファイルを公開しソフトウエアは基本的にフリーウエアとする。


・Eスクエア・アドバンス成果発表会


・Council for Exceptional Children(CEC--アメリカ)の学会で発表


・教育情報ナショナルセンターへの提供


・その他、教材提供のページへの提供

・Webページでの案内・ダウンロードと質問受付機能付とする。

8．実施予算
予算は以下の項目にそって、別紙で詳細に説明している。

８．１　人件費

８．２　機器類等貸借料

８．3　その他経費

８．4　一般管理費

８．5　消費税及び地方消費税

８．6　予算総額

実施計画書





実験授業





報告書完成





研究分担と仕様策定





教材の修正と完成





総責任











報告書の項立て及び原稿執筆








平成16年度Ｅスクエア・アドバンス


「IT活用教育推進プロジェクト」














読字・書字障害児へのタブレットPC利用と指導改善


平成16年8月











                          　兵庫教育大学


勝美印刷株式会社





関連学会


表





教材デザイン


教材評価





勝美印刷株式会社





兵庫県立教員研修所





兵庫教育大学





助言と指導





CECとの連絡


予算･経理


教材コーディング





評価用アルファ版





授業観察とデータ収集





評価基準策定





コーディング





教材の仕様策定





研究統括体制


代表成田





授業実践体制





評価体制





開発体制





教材サーバーの提供
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